
計画 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

○基礎的環境整備として、障がい者の要望を踏まえ、整
備について検討する（エレベーター、多目的トイレ、休憩
室は設置済）。
○障がいの特性や障がい者の要望を踏まえ、就労支援
機器の購入を検討する（拡大読書器、読み上げソフト
等）。
○障がい者からの要望を踏まえ、作業マニュアルのカス
タマイズ化やチェックリストの作成、作業手順の簡素化や
見直しを検討する。
○新規に採用した障がい者については、定期的な面談
により必要な配慮等を把握し、継続的に必要な措置を講
じる。

○令和２年４月障がい者雇用の促進を図るため、障が
い者が無理なく作業に取り組める場所を整備するた
め、人事課へ分室（障がい者が軽作業）を設置。
○庁舎内にエレベーター、多機能トイレ、休憩室は設置
済。
○順次和式トイレから洋式トイレへ改修を実施。

○令和２年４月障がい者雇用の促進を図るため、障が
い者が無理なく作業に取り組める場所を整備するた
め、人事課へ分室（障がい者が軽作業）を設置。
○庁舎内にエレベーター、多機能トイレ、休憩室は設置
済。
○波方支所の改修時に、多機能トイレを設置。
○４支所で７ケ所、和式トイレから洋式トイレへ改修を実
施。

〇人事課分室（障がい者が軽作業）を継続実施。
〇市施設の和式トイレを洋式トイレへ順次改修。
　（本庁７基、観光施設６施設１０基、公園９施設１２基、
文化施設３施設７基、スポーツ施設３施設３基）

〇人事課分室（障がい者が軽作業）を継続実施。
〇市施設の和式トイレを洋式トイレへ順次改修。
　（本庁４基、観光施設１施設１基、文化施設１施設１
基）

〇人事課分室（障がい者が軽作業）を継続実施。
〇オストメイト新設（本庁1基、しまなみ総合庁舎1基）
〇市施設の和式トイレを洋式トイレへ順次改修。
　（本庁2基、支所1基、観光施設１施設１基、スポーツ施
設1施設1基、文化施設１施設１基、公園2施設2基）

○なお、措置を講じるに当たっては、障がい者からの要
望を踏まえつつも、過重な負担にならない範囲で適切に
実施する。

〇令和６年８月より人事課分室（障がい者が軽作業）に
指導職員として精神保健福祉士資格保持者を1名（非
常勤）追加して障害者職員からの相談体制の充実を
図った。
○障害者就業生活支援センターと定期的に、また、必
要時には随時会合を行い、障害者職員について情報共
有や、就労支援等の協議を行い、連携を図った。
○令和７年２月18日、南予地域就労支援ネットワーク連
絡会主催の「公的機関での障害者雇用についての交流
会」にオンライン参加し、公的機関での障がい者雇用の
取り組みについて意見交換を行った。

○令和７年１月17日、「障がい者雇用に関する研修会」
を本庁において実施。職員１６名が参加し、各障害の特
性や、接し方、配慮するポイントなどを学び、障がいに
ついての理解を深めた。

○人事課分室（障がい者が軽作業）指導職員と適宜情
報交換及び連携しながら、障害者職員の就労状況、体
調確認等を行い、障がい特性に応じた必要な配慮を
行った。また、職員の状況に合わせて、他課とのマッチ
ング作業を進めている。
〇令和６年度は、人事課分室で培ったスキルを活かし
て、3人が市役所内の他課へ異動し、業務を行ってい
る。

（法定雇用率）　２．８０％（令和６年６月１日時点）
（実雇用率）　 　２．５３％（令和６年６月１日時点）
※調査時点では市長部局は雇用不足になっていたが、
令和６年11月30日時点において雇用不足解消済み。

新規採用者
○令和６年度中に３人採用
○雇用後６か月経過者の定着率　100％

【ワーク・エンゲージメント】
【満足度の全体評価】市役所に就職し、現在働いている
ことについての全体評価
（満足度）
○満足・やや満足　　９４．１ ％
○どちらでもない   　　 ２．９％
○やや不満・不満 　 　２．９ ％

本人のキャリア形成の可能性を広げるため、本人の意
向も踏まえながら、担当する職務の難易度や業務量の
拡大を図った。

１障がい者の活躍を推
進する体制整備

(1)組織面

(1)職務環境

本人のキャリア形成の可能性を広げるため、本人の意
向も踏まえながら、担当する職務の難易度や業務量の
拡大を図った。

【ワーク・エンゲージメント】
【満足度の全体評価】市役所に就職し、現在働いている
ことについての全体評価
（満足度）
○満足・やや満足　８７．５％
○どちらでもない   １２．５％
○やや不満・不満 　　　　０％

新規採用者
○令和４年度　　　1人採用
○６か月定着率　　0　％
○１年定着率　　 　0　％

（法定雇用率）　２．６０％（令和４年６月１日時点）
（実雇用率）　　　２．６３％（令和４年６月１日時点）

○令和４年４月１日、人事異動に伴い障害者雇用推進
者として人事課長を選任。
○令和４年４月１日、人事異動に伴い人事課職員を障
害者職業生活相談員に選任。
〇令和４年５月より人事課分室（障がい者が軽作業）指
導職員を1名（非常勤）追加し、2名体制とした。
○ハローワーク、障害者就業生活支援センターと定期
的に会合を行い、障害者職員について情報共有や、就
労支援等の協議を行い、連携を図った。

○令和５年３月６日、「障がい者雇用に関する研修会」
を本庁において実施。職員15名が参加し、各障害の特
性のほか、関わり方や伝え方、配慮するポイントなどを
学んだ。

○人事課分室（障がい者が軽作業）職員と定期的に面
談を実施し、就労状況、体調確認等を行い、障がい特
性に応じた必要な配慮を行った。

本人のキャリア形成の可能性を広げるため、本人の意
向も踏まえながら、担当する職務の難易度や業務量の
拡大を図った。

○人事課分室（障がい者が軽作業）職員については、
毎月面談を実施し、障がい者と業務の適切なマッチン
グができているかの点検を行い、障がい特性に応じた
必要な配慮を行った。

３障がい者の活躍を推
進するための環境整
備・人事管理

２障がい者の活躍の基
本となる職務の選定・創
出

○現に勤務する障がい者や今後採用する障がい者の能力や
希望も踏まえ、職務整理表や組織内アンケート等を活用した職
務の選定及び創出について検討を行う。
○新規採用又は人事異動その他定期的に面談を実施し、障が
い者と業務の適切なマッチングができているかの点検を行い、
必要に応じて検討を行う。

○人事課分室（障がい者が軽作業）職員については、
毎月面談を実施し、障がい者と業務の適切なマッチン
グができているかの点検を行い、障がい特性に応じた
必要な配慮を行った。
○人事課分室で培ったスキルを活かして、２人が市役
所内の他課へ異動し、業務を行っている。

○障害者雇推進者として人事課長を選任（令和元年10月１日
選任済）
○令和２年６月までに、障害者雇用推進者、人事担当部局の
責任者等を構成員とする「障がい者雇用推進チーム」を設置
し、障がい者である職員に広く参画を呼びかける。
○「障がい者雇用促進チーム」については、第１回目の会議を
令和２年12月までに開催するとともに原則として、年１回以上開
催し、障がい者活躍推進計画の実施状況の点検、見直し等を
議題として扱う。
○令和２年12月までに組織内の人的サポート体制（障害者雇
用推進者、障がい者雇用推進チーム、障害者職業生活相談
員、支援担当者等）を整備するとともに組織外の関係機関（厚
生労働省障害者雇用対策課、愛媛労働局、今治公共職業安定
所、その他障がい者が利用している支援機関）と連携体制を構
築し、役割分担及び各種相談先を整理した上、関係者間で共
有する。
○役割分担及び各種相談先については、人事異動等により変
更が生じるため、定期的に更新を行う。

○令和元年10月１日障害者雇用推進者として人事課長
を選任。
○令和２年４月１日人事課職員を障害者職業生活相談
員に選任。
○令和２年12月１日障がい者雇用推進チームを設置。
○令和２年４月１日今治市障がい者雇用活躍推進計画
を作成し、令和２年４月24日に今治市ホームページに
掲載。
○ハローワーク、障害者就労支援センターと定期的な
協議を行い、職務選定、職場環境の整備や通院への配
慮、働き方、キャリア形成等の支援を行った。

○障害者雇用推進者として人事課長を選任済。
○人事課職員を障害者職業生活相談員に選任済。
○障がい者雇用推進チームを設置済。
○今治市障がい者雇用活躍推進計画を作成済。
○ハローワーク、障害者就労支援センターと定期的な
協議を行い、職務選定、職場環境の整備や通院への配
慮、働き方、キャリア形成等の支援を行った。

(2)人材面

○庁内LANを使って、厚生労働省障害者雇用対策課又は愛媛
労働局が開催する「精神・発達障害者しごとサポーター養成講
座」の受講案内を行い、参加を募る。
○職場の同僚・上司を対象として、対応のノウハウや困難事例
について共有を行う意見交換会を開催する。その際、必要に応
じて外部機関の専門家に対し、障がいに関する理解促進・啓発
のための講義を依頼する。

○令和２年９月今治市役所において、市職員を対象とし
た「障がい者に対する正しい理解について」の研修会を
実施。
○令和３年２月公的機関と支援機関等を対象とした「障
がい者雇用に関する交流会」に参加し、意見交換を
行った。

○令和４年２月公的機関と支援機関等を対象とした「障
がい者雇用に関する交流会」に参加し、「今治市の障が
い者雇用について」紹介し、意見交換を行った。
○令和４年３月今治市役所において、市職員を対象とし
た「障がい者への配慮を必要とする方への関わり方に
ついて」の研修会を実施。

評価年度

目標に対す
る達成度

①採用に関する目標

【実雇用率】（各年６月１日時点）
　（各年度）当該年６月１日時点の法定雇用率以上
（参考）令和元年６月１日時点の実雇用率：2.60％
（評価方法）毎年の任免状況通報により把握・進捗管理

（法定雇用率）２．５０％（令和２年６月１日時点）
（実雇用率）２．６８％（令和２年６月１日時点）

③満足度、ワーク・エン
ゲージメントに関する目
標

【ワーク・エンゲージメント】前年度を上回る
　※計画初年度（令和２年度）については目標を設定せ
ず、実態に関するデータを収集する。
【満足度の全体評価】80％
（評価方法）毎年４月時点で在籍している障がい者（新規
採用者は除く）にアンケート調査を実施し、把握・進捗管
理

【ワーク・エンゲージメント】
【満足度の全体評価】市役所に就職し、現在働いている
ことについての全体評価
（満足度）
○満足・やや満足 ９６．６％
○どちらでもない    ３．４％
○やや不満・不満       ０％

【障がい者が担当する職務の拡大】
本人のキャリア形成の可能性を広げるため、本人の意向も踏ま
えながら、担当する職務の難易度や業務量を拡大するよう努め
る。
（評価方法）毎年度、人事記録を元に把握・進捗管理

本人のキャリア形成の可能性を広げるため、本人の意
向も踏まえながら、担当する職務の難易度や業務量の
拡大を図った。

〇令和５年４月より人事課分室（障がい者が軽作業）指
導職員を1名（非常勤）追加して３名とし、うち２名が交代
勤務で対応する体制とした。
○障害者就業生活支援センターと定期的に会合を行
い、障害者職員について情報共有や、就労支援等の協
議を行い、連携を図った。
○令和５年12月13日、障害者就業生活支援センターあ
み主催の「障がい者就労支援連絡会議」に参加し、人
事課分室について紹介し、市内の障がい者雇用関係機
関と意見交換等を行い、関係者との良好な関係構築に
努めた。
○令和６年１月16日、南予地域就労支援ネットワーク連
絡会主催の「公的機関での障害者雇用についての交流
会」にオンライン参加し、公的機関での障がい者雇用の
取り組みについて意見交換を行った。

○令和６年３月４日、「障がい者雇用に関する研修会」
を本庁において実施。職員１５名が参加し、各障害の特
性や、接し方、配慮するポイントなどを学び、障がいに
ついての理解を深めた。

○人事課分室（障がい者が軽作業）職員と定期的に面
談を実施し、就労状況、体調確認等を行い、障がい特
性に応じた必要な配慮を行った。

今治市障がい者活躍推進計画の実施状況

今治市障がい者活躍推進計画の令和２年度から令和６年度の実施状況について、障害者の雇用の促進等に関する法律（昭和35年法律第123 号）第７条の３第６項の規定に基づき下記のとおり公表します。

（法定雇用率）　２．６０％（令和５年６月１日時点）
（実雇用率）　　　２．４５％（令和５年６月１日時点）
※調査時点では市長部局は雇用不足になっていたが、
令和5年11月30日時点において雇用不足解消済み。

新規採用者
○令和５年度中に５人採用
○雇用後６か月経過者の定着率　100％

【ワーク・エンゲージメント】
【満足度の全体評価】市役所に就職し、現在働いている
ことについての全体評価
（満足度）
○満足・やや満足　８２．1％
○どちらでもない   １０．７％
○やや不満・不満 　 ７．１％

本人のキャリア形成の可能性を広げるため、本人の意
向も踏まえながら、担当する職務の難易度や業務量の
拡大を図った。

【ワーク・エンゲージメント】
【満足度の全体評価】市役所に就職し、現在働いている
ことについての全体評価
（満足度）
○満足・やや満足 ９３．８％
○どちらでもない         ０％
○やや不満・不満   ６．２％

④キャリア形成に関する目標

（法定雇用率）２．６０％（令和３年６月１日時点）
（実雇用率）２．７６％（令和３年６月１日時点）

②定着に関する目標

不本意な離職者を極力生じさせない
　（評価方法）毎年の任免状況通報のタイミングで、人事
記録を元に、前年度採用者の定着状況を把握・進捗管
理

新規採用者
○令和２年度　３人採用
○６か月定着率１００％
○１年定着率１００％

新規採用者
○令和３年度　３人採用
○６か月定着率１００％
○１年定着率１００％



○時間単位の年次有給休暇等の利用促進を図った。
○一部の障がい者については、本人の体調状況や意
向を尊重しながら、勤務時間の柔軟な変更対応を行っ
た。

○人事課分室（障がい者が軽作業）職員については、
勤務状況や適性把握を行い、今年度、３名が庁内他部
署への配属に向けて試し勤務を行い、３名とも他課に配
属となった。

〇障がい者の就労状況には注意を払い、随時相談にも
乗り、状況把握や可能な配慮を行った。
○人事課分室職員については、随時に、分室長、職業
生活相談員（保健師）と分室指導職員（精神保健福祉
士）による個別面談を実施し、状況把握・体調配慮を
行った。

今治市の障がい者就労施設等から物品等の調達の推
進を図った。

【令和６年度調達実績】
 　R７年６月頃公表予定

今治市障がい者活躍推進計画の取り組み内容は、概
ね実施できている。
今後計画の中で実施することは、
・障がい者が働きやすい職場環境に向けての、環境整
備の検討、実施。
・職員の障がいに対する理解を高めていくための研修
会の継続実施。
・各障がい者の能力を見極め、本人のステップアップの
方策の検討。
・職員が目標をもって就労できる体制づくり。
・障がい者職業生活相談員のスキルアップを図り、障が
い者の活躍を推進する。

○令和７年４月採用　職員採用試験【障がい者対象】
　・令和６年４月～６月　正規職員
　・令和６年９月～10月　正規職員
　・令和７年１月　　　　　　会計年度任用職員
　※車椅子やルーペなどの補助具等の使用、手話通訳
手配等の配慮
○ハローワークへの募集
【令和６年度】
ハローワーク募集　4人採用（１人はR７年４月採用）
※障がい者団体等の人事課分室の見学を随時受け入
れている。

取組内容の
実施状況

(2)募集採用

○大学生を対象としたインターンシップの中で障がい学
生の受け入れを行う（令和元年度１名受け入れ）とともに
特別支援学校の生徒や就労移行支援事業所の利用者
等を対象とした職場実習を積極的に行う（令和元年度１
名受け入れ）。
○この他一般職員の募集と併せて軽易な業務に従事す
る職員の募集を検討する等、障がい特性に配慮した選
考方法や職務選定を工夫し、知的障害者、精神障害者
及び重度障害者の積極的な採用に努める。
○採用選考に当たっては、障がい者からの要望を踏ま
え、面接における手話通訳者を配置する、本採用までに
少ない勤務時間での慣らし期間を設ける等障がい特性
への配慮を行う。
○募集、採用に当たっては、以下の取扱いを行わない。
　・特定の障がいを排除し又は特定の障がいに限定す
る。
　・自力で通勤できることといった条件を設定する。
　・介助者なしで業務遂行が可能といった条件を設定す
る。
　・「就労支援機関に所属・登録しており、雇用期間中支
援が受けられること」といった条件を設定する。
　・特定の就労支援機関からのみの受入れを実施する。

○令和３年４月採用　職員採用試験【障がい者対象】
　・令和２年４月～６月正規職員
　・令和２年９月～10月正規職員
　・令和３年１月会計年度任用職員
　※車椅子やルーペなどの補助具等の使用、手話通訳
手配等の配慮
○特別支援学校からの職場体験
○随時ハローワークへの募集
【令和２年度】
職場体験者、ハローワーク募集等　３人採用
※障がい者団体の人事課分室の見学を随時受け入れ
ている。

○令和４年４月採用　職員採用試験【障がい者対象】
　・令和３年４月～６月正規職員
　・令和３年９月～10月正規職員
　・令和４年１月会計年度任用職員
　※車椅子やルーペなどの補助具等の使用、手話通訳
手配等の配慮
○障がい者就職面接会（ハローワーク主催）への参加
○随時ハローワークへの募集
【令和３年度】
職場体験者、ハローワーク募集等　３人採用
※障がい者団体の人事課分室の見学を随時受け入れ
ている。

今治市の障がい者就労施設等から物品等の調達の推
進を図った。
【令和３年度調達実績】下記の金額は、教育委員会事
務局を除く、今治市全体の金額である。
○食品     178,010円
○小物　 　　36,300円
○印刷　 　　29,150円
○清掃   4,763,012円
○その他  810,200円
　    　計 5,816,672円

(3)働き方

○早出遅出制度などの柔軟な時間管理制度の利用を促
進する。
○時間単位の年次有給休暇等の各種休暇の利用を促
進する。

○時間単位の年次有給休暇又は病気休暇の利用促進
が図られた。

○時間単位の年次有給休暇又は病気休暇の利用促進
が図られた。
○一部の障がい者については、本人の意向を尊重し、
体調等様子を見ながら年度途中に勤務時間の延長を
行った。

○時間単位の年次有給休暇等の利用促進を図った。
○一部の障がい者については、本人の体調状況や意
向を尊重しながら、勤務時間の柔軟な変更対応を行っ
た。

〇令和４年12月19日、分室職員1名が県主催の「働く障
がい者交流サロン」に参加し、情報交換等を行った。
○人事課分室（障がい者が軽作業）職員については、
勤務状況確認や適性把握を行い、令和５年３月には、２
名の職員が庁内他部署への配属に向けて、他課での
慣らし勤務を行った。

〇障がい者の就労状況には注意を払い、随時相談にも
乗り、状況把握や可能な配慮を行った。
○人事課分室職員については、定期的に、職業生活相
談員と保健師による個別面談を実施し、状況把握・体
調配慮を行った。

今治市の障がい者就労施設等から物品等の調達の推
進を図った。

【令和４年度調達実績】下記の金額は、教育委員会事
務局を除く、今治市全体の金額である。
○食品        246,860円
○印刷　   　　29,040円
○清掃     5,632,476円
○その他 1,238,100円
　      　計 7,146,476円

今治市障がい者活躍推進計画の取り組み内容は、概
ね実施できている。
今後計画の中で実施することは、
・障がい者が働きやすい職場環境に向けての、環境整
備の検討、実施。
・職員の障がいに対する理解を高めていくための研修
会の継続実施。
・各障がい者の能力を見極め、本人のステップアップの
方策の検討。
・職員が目標をもって就労できる体制づくり。
・障がい者職業生活相談員のスキルアップを図り、障が
い者の活躍を推進する。

○令和５年４月採用　職員採用試験【障がい者対象】
　・令和４年４月～６月正規職員
　・令和４年９月～10月正規職員
　・令和５年１月会計年度任用職員
　※車椅子やルーペなどの補助具等の使用、手話通訳
手配等の配慮
○ハローワークへの募集
【令和４年度】
ハローワーク募集　１人採用
※障がい者団体の人事課分室の見学を随時受け入れ
ている。

「目標に対す
る達成度」及
び「取組内容
の実施状況」
に対する点
検結果

今治市障がい者活躍推進計画の取り組み内容は、概
ね実施できている。
今後計画の中で実施することは、
・障がい者に必要な支援、配慮等を把握し、環境整備
の検討。
・職員の障がいに対する理解を図るための研修会の実
施。
・各障がい者の能力を見極め、本人のステップアップの
方策の検討。
・職員が目標をもって作業ができる体制づくりが大切。
・障がい者職業生活相談員のスキルアップを図り、障が
い者の活躍を推進する。

今治市障がい者活躍推進計画の取り組み内容は、概
ね実施できている。
今後計画の中で実施することは、
・障がい者に必要な支援、配慮等を把握し、環境整備
の検討。
・職員の障がいに対する理解を図るための研修会の実
施。
・各障がい者の能力を見極め、本人のステップアップの
方策の検討。
・職員が目標をもって作業ができる体制づくりが大切。
・障がい者職業生活相談員のスキルアップを図り、障が
い者の活躍を推進する。

(4)キャリア形成

○本人の希望等も踏まえつつ、実務研修や向上研修等の教育
訓練を実施する。
○採用時点で中長期的なキャリア形成に関する本人の希望を
面談等により把握し、その内容や各職種で求められる技能等も
踏まえた職務選定を行う。また、必要に応じて外部の支援機関
も交え、面談を実施し、任期終了後も公務内外を問わず就労で
きるよう支援を行う。

○職業生活相談員等が、継続的な面談等により障がい
者である職員のキャリア形成に関する希望を確認し、随
時、職務の質、量、難易度について検討を行った。

○一部の障がい者が「働く障がい者交流サロン」にオン
ライン参加し、意見交換を行った。
○職業生活相談員等が、継続的な面談等により障がい
者である職員のキャリア形成に関する希望を確認し、随
時、職務の質、量、難易度について検討を行った。

４　その他

○国等による障害者就労施設等からの物品等の調達の
推進等に関する法律に基づく障害者就労施設等への発
注等を通じて、障がい者の活躍の場の拡大を推進する。
○これまでに引き続いて、障害者就労施設等を対象とし
た調達を実施し、これまでの実績に限られることなく、そ
の内容や調達先施設等を拡大する。
〇民間事業主における障がい者の活躍を促進するた
め、法定雇用率以上の対象障害者を雇用していること等
を、公共調達の競争参加資格で格付事業主について加
点する。

今治市の障がい者就労施設等から物品等の調達の推
進を図った。また、清掃業務など障がい者の活躍の場
が拡大された。
【令和２年度調達実績】下記の金額は、教育委員会事
務局を除く、今治市全体の金額である。
○食品   138,520円
○小物     38,500円
○印刷     28,050円
○清掃 4,686,671円
○その他178,200円
　  　計 5,069,941円

(5)その他の人事管理

○年１回以上の定期的な面談の設定及び必要に応じて随時面
談を実施し、状況把握・体調配慮を行う。
○障がい者からの要望を踏まえ、障がい特性に配慮した職場
介助、通勤への配慮等の措置が可能となるよう検討する。
○中途障がい者（在職中に疾病・事故等により障がい者となっ
た者をいう。）について、円滑な職場復帰のために必要な職務
選定、職場環境の整備や通院への配慮、働き方、キャリア形成
等の支援を行う。
○本人が希望する場合には、「精神障害者等の就労パスポー
ト」の活用等により、就労支援機関等と障がい特性等について
の情報を共有し、適切な支援や配慮を講じる。

○人事課分室職員については、月1回程度、職業生活
相談員と保健師による個別面談を実施し、状況把握・
体調配慮を行った。

○人事課分室職員については、月1回程度、職業生活
相談員と保健師による個別面談を実施し、状況把握・
体調配慮を行った。

今治市の障がい者就労施設等から物品等の調達の推
進を図った。

【令和５年度調達実績】下記の金額は、教育委員会事
務局を除く、今治市全体の金額である。
○食品        252,428円
○印刷　   　　31,240円
○清掃     6,835,263円
○その他  2,014,580円
　      　計 9,133,511円

今治市障がい者活躍推進計画の取り組み内容は、概
ね実施できている。
今後計画の中で実施することは、
・障がい者が働きやすい職場環境に向けての、環境整
備の検討、実施。
・職員の障がいに対する理解を高めていくための研修
会の継続実施。
・各障がい者の能力を見極め、本人のステップアップの
方策の検討。
・職員が目標をもって就労できる体制づくり。
・障がい者職業生活相談員のスキルアップを図り、障が
い者の活躍を推進する。

○令和６年４月採用　職員採用試験【障がい者対象】
　・令和５年４月～６月　正規職員
　・令和５年９月～10月　正規職員
　・令和６年１月　　　　　　会計年度任用職員
　※車椅子やルーペなどの補助具等の使用、手話通訳
手配等の配慮
○ハローワークへの募集
【令和５年度】
ハローワーク募集　５人採用
※障がい者団体の人事課分室の見学を随時受け入れ
ている。

○時間単位の年次有給休暇等の利用促進を図った。
○一部の障がい者については、本人の体調状況や意
向を尊重しながら、勤務時間の柔軟な変更対応を行っ
た。

〇令和５年12月15日、障がいのある職員２名が県主催
の「働く障がい者交流サロン」に参加し、情報交換等を
行った。（サロンは5年度で終了）
○人事課分室（障がい者が軽作業）職員については、
勤務状況や適性把握を行い、今年度、４名が庁内他部
署への配属に向けて試し勤務を行い、３名が他課に配
属となった。

〇障がい者の就労状況には注意を払い、随時相談にも
乗り、状況把握や可能な配慮を行った。
○人事課分室職員については、定期的に、職業生活相
談員と保健師による個別面談を実施し、状況把握・体
調配慮を行った。


